2008年度「労働法」（水町）

第１回　はじめに―労働法をめぐる状況とその根底にあるもの（text 1-6）

１　〈働くこと〉とあなた

Aさん「わたしは仕事が生きがいです。仕事が好きだし、仕事をやって結果が出るとなんだか自分自身の能力とか意味みたいなものを確認できるんです。また、職場の仲間といっしょに仕事をしたり飲みにいったりすることで、自分が他のひととつながってるってことも実感できます。」

Bさん「わたしは仕事はあんまり好きじゃないです。上司の指示とか組織の論理とかで動くのはあんまり好きじゃないですし、お金儲けのために働くっていうのもなんだか性に合いません。できれば短い時間で仕事を片付けて、子供と遊ぶ時間とか趣味のフットサルをする時間をたくさんもちたいと思っています。」

　→　あなたは、どちらかというとAさんタイプですか、Bさんタイプですか？

２　〈働くこと〉の意味―「労働」って善いこと、卑しいこと？

　○古代ギリシアの「労働」観

　　○「労働」観とキリスト教（カトリック）

　　○「労働」観の転換

・宗教改革（プロテスタンティズム）

　　　　・「経済学」の発明

　　○現在の「労働」社会―「労働」信仰の魔法

３　〈働くこと〉と日本―日本における「労働」の意味は？

　　○近世日本の「労働」観

　　○その背景

　　　　・イエ社会（間人主義、向上志向）

　　　　・石門心学

　　○現在の日本社会（日本的「労働」観の帰結）

　　　　・「日本型組織」の効率性

・「企業共同体」の危険性
―その「外」にある問題と「内」にある問題

４　〈働くこと〉についてもう一度考える

　　○自分自身にとって〈働くこと〉とは

○他人とのかかわりあいのなかで

　　○社会全体として

　　→　労働法の制度設計や解釈について考える

� 水町勇一郎『労働法〔第2版〕』（有斐閣、2008年）の該当ページ数を示すものである。


� 青木昌彦『経済システムの進化と多元性』（東洋経済新報社、1995年）。


� Coriat (B.), Penser à l’envers: Travail et Organisation dans l’Entreprise japonaise,Paris, Chriatian Bourgois, 1991.
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